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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号12平成 28 年（ 2 0 1 6 ）せとうち
広報

鹿児島県奄美大島瀬戸内町 12 月 18 日（日）11 時から　町制施行 60 周年記念　商工会祭り

まちの人口と世帯　平成 28 年 10 月末日現在　
人口
9,150 人（前月比‐18）　

人口（男）
4,408 人（前月比‐7）

人口（女）
4,742 人（前月比‐11）　

世帯数
5,229 戸（前月比‐10）　

i

瀬戸内町町制施行60周年
Setouchi Town 60th Anniversary



広報せとうち　　2

町制施行 60 周年     　式典祝賀会盛大に
　

１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
９
月
１
日
に

古
仁
屋
町
、
西
方
村
、
鎮
西
村
、
実
久
村
の

４
ゕ
町
村
が
合
併
し
、
私
た
ち
の
「
ま
ち
」

瀬
戸
内
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
年
９
月
１
日
に
は
、
誕
生
し
て

か
ら
60
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
、
清
水
総
合
体
育
館
に
て
、

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
祝
賀
会
を
開

催
し
、
各
地
区
の
郷
友
会
、
住
民
な
ど
約

４
０
０
名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
古
仁
屋
高
校
書
道
部
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
始
ま
り
、
国
家
斉
唱
、
古

仁
屋
青
年
団
に
よ
る
町
民
憲
章
の
朗
読
、
黙

と
う
の
後
、
鎌
田
町
長
の
式
辞
が
あ
り
、「
瀬

戸
内
町
は
政
治
経
済
、
教
育
文
化
の
振
興
と

共
に
優
秀
な
人
材
を
多
数
各
界
に
輩
出
し
、

あ
ら
ゆ
る
試
練
を
乗
り
越
え
て
、
今
日
の
繁

栄
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
チ
ー
ム

せ
と
う
ち
を
確
立
す
る
た
め
に
、
全
身
全
霊

を
込
め
て
邁ま
い

進し
ん

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
感

謝
状
や
表
彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
衆
議
院
議

員
金
子
万
寿
夫
氏
が
「
自
然
遺
産
登
録
な
ど

い
い
風
が
吹
い
て
い
る
。
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
様
々
な
政
策
を
覚
悟
を
も
っ
て

実
行
す
る
こ
と
が
大
事
。
共
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

県
議
会
議
員
林
健
二
氏
は
「
鎌
田
町
長
が

※右ページ写真の説明　1. オープニングを飾った古仁屋高校書道部、2. 町民憲章を朗読する青年団代表緒方隆治さんと出水みち
るさん、3. 式辞を述べる鎌田町長、4. 感謝状授与、5. 祝辞を述べる金子万寿夫氏、6. 祝辞を述べる林健二氏、7. 町民歌斉唱
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3　　広報せとうち

町制施行 60 周年     　式典祝賀会盛大に
※左ページ写真の説明　 1. クロマグロ解体ショー、2. 祝賀会オープニングを飾った吹奏楽団がじゅまる、3. 義永秀親さんと昇
清隆さんによる詩吟、4. 古澤奈那美さんによる祝唄、5 竜柳流茂教室による祝舞、6. 関西瀬戸内会女性部による舞踊、7. 古仁屋（童
子）八月踊り研究会による八月踊り、8. 加計呂麻島の写真を提供して頂いたヨーゼフ・クライナーさん

掲
げ
る
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
が
し
っ
か
り
と
実

現
で
き
る
よ
う
、
共
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

県
の
三
反
園
知
事
（
代
読
）
は
「
更
な
る

飛
躍
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
様
が
一
体
と
な

り
な
が
ら
、
個
性
豊
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
町

へ
一
層
尽
力
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
町
内
全
小
学
校
か
ら
選
ば
れ
た

児
童
と
式
典
出
席
者
に
よ
る
町
民
歌
斉
唱
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
解
体

シ
ョ
ー
や
吹
奏
楽
の
演
奏
、
島
唄
、
舞
踊
、

Ｒリ

ッ

キ

Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
さ
ん
に
よ
る
歌
な
ど
の
余
興

や
、
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
に
よ
る
島

料
理
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

式典の前日 10 月 14 日（金）、町の発展
を願って、産地化を目指しているアボカ
ドの記念植樹が図書館・郷土館にて行な
われ、鎮

ちん

寺
じ

裕
ひろ

人
と

大島支庁長や各郷友会、
農業・商工会関係者らが出席しました。
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アボカドの記念植樹も



☑ 12 月のお知らせと情報
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「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問い合わせ　瀬戸内町立図書館・郷土館　　　☎０９９７－７２－３７９９
　　　　　　　　世界自然遺産せとうち町推進室　☎０９９７－７２－１６００ 世界遺産

「
本
気
で
や
め
よ
う
！
３
ポ
イ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！
２
」

　

以
前
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
本
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
瀬
戸
内
町
建
設
業
協

会
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
携
帯
灰
皿
を

１
５
０
０
個
作
成
し
ま
し
た
。

　

役
場
一
階
の
玄
関
前
や
図
書
館
、
海
の
駅 

等
で
配
布
し
て
お
り
、
喫
煙
さ
れ
る
方
に

ぜ
ひ
使
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
携
帯
灰
皿
を
持
っ
て
い
る
方
を

見
か
け
た
際
に
は
ぜ
ひ
、「
は
げ
ぇ
～
！
か
っ

こ
い
い
や
ぁ
！
」
と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

※「ペットのポイ捨て」は、ゴロ合わせのための表現です。ご了承ください。
※ペットは最後まで責任を持って飼いましょう ! Vol 23

■お問い合わせ　町民生活課　戸籍住民係 ☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １０６０

  　
　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

　
　
　
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す

人権啓発

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
と
は

　

平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年
12

月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

は
、国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

解
決
の
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
と
認
識
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
つ
い
て

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
、
北
朝
鮮
に
よ
り
多
く

の
日
本
人
が
拉
致
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
17
名
が
政
府
に
よ
っ
て

拉
致
被
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
が
認
定

し
た
被
害
者
以
外
に
も
、
い
わ
ゆ
る
特
定
失
踪
者
等
の
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
９
月
の
第
１
回
目
、
日
朝
首
脳
会
談

に
お
い
て
、
北
朝
鮮
は
日
本
人
を
拉
致
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
、

謝
罪
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、５
名
の
被
害
者
は
帰
国
し
ま
し
た
が
、

残
り
の
拉
致
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
納
得
の
行
く
説
明
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
主
権
や
国
民
の
生
命
と
安
全
に
関
わ

る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
日
本
政
府
は
、
北
朝
鮮
側
か
ら
納
得
の

い
く
説
明
や
証
拠
の
提
示
が
な
い
以
上
、
安
否
不
明
の
拉
致
被
害

者
が
全
て
生
存
し
て
い
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
被
害
者
の
即
時

帰
国
と
納
得
の
い
く
説
明
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
拉
致
問
題
の
解
決
に
取
り
組

み
、
全
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

■お問い合わせ　税務課
収納係　☎０９９７－７２－１１１７

■お問い合わせ　町民生活課
生活環境係☎０９９７－７２－１０６０    

税
務
課
か
ら
の
お
願
い
！

　

節
子
最
終
処
分
場

　
　
　
　

交
通
規
制
の
お
願
い

納付期限交通規制

■
納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
期
別
ご

と
の
督
促
料
及
び
延
滞
金
が
課
せ

ら
れ
ま
す
。

■
納
付
は
便
利
で
安
心
な
口
座
振

替
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

節
子
地
区
周
辺
に
て
、
陸
上
自

衛
隊
配
備
に
伴
う
、
道
路
整
備
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

節
子
最
終
処
分
場
へ
の
一
部
区

間
が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、

迂
回
路
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
規
制
期
間

平
成
28
年
11
月
10
日
か
ら

平
成
29
年
６
月
30
日
ま
で

※
平
日
は
、
古
仁
屋
芦
瀨
の
衛
生

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
み
で
き

ま
す
。



☑ News ＆ Infomation ｜ December
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■お問い合わせ　鹿児島県後期高齢者医療広域連合　業務課　保健班　☎０９９－２０６－１３２９

■お問い合わせ　保健福祉課　保険予防係　☎０９９７－７２－１１２２

■お問い合わせ　保健福祉課　保険予防係　☎０９９７－７２－１１２２

  　
　

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
に
つ
い
て

  　

平
成
28
年
度
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　

予
防
接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

  　
　

平
成
28
年
度
歯
周
疾
患

　
　
　
　
　
　
　

検
診
の
お
知
ら
せ

口腔検診

予防接種

歯周検診

　

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診

　
　
　

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
昨
年
度
に
75
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
を
対
象
に
、
口
腔
検
診
（
お
口
元

気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
過

ご
せ
る
よ
う
、
口
腔
検
診
を
受
け
て
お

口
か
ら
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
の
期
限
は
平
成
29
年
１
月
31
日

ま
で
で
、
検
診
料
は
無
料
で
す
。

　

鹿
児
島
県
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
ご

自
身
で
予
約
を
し
て
か
ら
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
月
末
に
圧
着
ハ
ガ
キ
で
受

診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
お
手
元

に
な
い
方
は
上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
た
な
受
診
券
を

発
行
し
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
１
日
よ
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
早
め
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
病
気
の
重
症
化
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

■
日
程　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
１
月
31
日
ま
で

■
場
所

　

町
内
の
医
療
機
関
の
ほ
か
に
県
内

医
師
会
加
入
医
療
機
関
で
も
接
種
で

き
ま
す
。

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

の
方
（
接
種
時
点
で
満
65
歳
以
上
の

方
が
対
象
）

※
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

　

今
年
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳

に
な
る
節
目
の
方
（
51
年
生
・
41
年

生
・
31
年
生
・
21
年
生
）
を
対
象
に

ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

お
口
の
健
診
を
し
て
、
良
い
お
年

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

■
期
間

平
成
28
年
９
月
１
日
か
ら

平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で

　
■
場
所
：
町
内
歯
科
医
院

・
ア
歯
科

・
せ
き
歯
科

・
登
山
歯
科

・
町
田
歯
科

・
か
け
ろ
ま
薄
井
歯
科

■
金
額
：
無
料

■お問い合わせ　建設課
住宅係　☎０９９７－７２－１１９７

■お問い合わせ　図書館・郷土館
☎０９９７－７２－３７９９ 　

建
設
課
か
ら
町
営
住
宅

　
　
　
　

入
居
者
へ
の
お
願
い

  

町
立
図
書
館
・
郷
土
館
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

町営住宅年末年始

「
建
設
課
か
ら
町
営
住
宅
入
居
者

へ
の
お
願
い
」

■
町
営
住
宅
は
、
ペ
ッ
ト
飼
育
禁

止
で
す
。

■
共
益
費
は
、
毎
月
必
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。

※
共
益
費
は
、
共
用
施
設
の
電
気

及
び
水
道
料
、
浄
化
槽
の
維
持
清

掃
委
託
料
金
な
ど
施
設
の
維
持
費

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
毎
月
の
住
宅
料
納
期
限
は
、
必

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

瀬
戸
内
町
立
図
書
館
・
郷
土
館

か
ら
年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら

せ
を
し
ま
す
。

■
年
末
年
始
休
館

平
成
28
年
12
月
28
日
水
曜
日
か
ら

平
成
29
年
１
月
４
日
水
曜
日
ま
で　

■
そ
の
他

　

休
館
中
の
返
却
は
、
図
書
館
の

玄
関
横
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
、
海

の
駅
の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　
　
　
　



☑ 12 月のお知らせと情報

広報せとうち　　6

■お問い合わせ　建設課　管理係　☎０９９７－７２－１１９７

■お問い合わせ　自衛隊奄美大島駐在員事務所　☎０９９７－５３－９１０３

  　
　

平
成
29
年
度　

建
設
工
事
等
の
指
名
願
い
受
付
に
つ
い
て

   

平
成
28
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

指名願い

募集案内

　

左
記
に
よ
り
、
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
地

質
調
査
等
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

１
．
受
付
期
間

平
成
29
年
２
月
１
日

（水）
～
平
成
29
年
３
月
31
日

（金）
※
消
印
有
効

２
．
提
出
書
類

　

様
式
は
Ａ
４
判
仕
様
の
フ
ァ
イ
ル
と
じ
と
し
、
提
出
書
類
に
は

番
号
順
に
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
見
出
し
）
を
施
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
建
設
工
事
に
つ
い
て

①
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

②
建
設
業
許
可
通
知
書
写
し

③
建
設
業
許
可
申
請
書
写
し
（
添
付
書
類
を
含
む
）

※
前
年
度
よ
り
継
続
で
申
請
す
る
場
合
は
添
付
書
類
は
不
要
。
た
だ

し
、前
回
申
請
後
に
更
新
を
行
な
っ
た
場
合
は
一
式
の
提
出
が
必
要
。

④
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
（
経
営
規
模
等
評
価
・
総
合
評
定
値
）

写
し
（
直
近
の
も
の
）

　

※
注　

全
工
種
に
経
営
事
項
審
査
の
受
審
を
義
務
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
受
注
を
希
望
す
る
工
種
に
つ
い
て
全
て
経
営
事
項
審
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤
経
営
事
項
審
査
申
請
書
写
し

⑥
工
事
経
歴
書
写
し
（
直
前
２
事
業
年
度
）

⑦
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）

⑧
身
分
証
明
書
（
個
人
事
業
者
）

⑨
印
鑑
証
明
書
（
法
人
・
個
人
事
業
者
）

⑩
町
税
等
納
税
証
明
書
（
法
人
は
役
員
全
員
添
付
）

　

※
注　

本
町
関
係
分
の
事
業
所
及
び
全
役
員
分

⑪
各
種
料
金
の
納
付
確
認
及
び
納
付
状
況
等
調
査
承
諾
書

　

※
注　

本
町
関
係
分
の
事
業
所
及
び
全
役
員
分

⑫
労
災
保
険
料
納
入
証
明
書
写
し

⑬
雇
用
保
険
料
納
入
証
明
書
写
し

⑭
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
加
入
・
履
行
証
明
書
写
し

⑮
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
納
税
証
明
書
（
そ
の
３
又
は
そ
の
３

‐
３
）

⑯
社
会
保
険
料
納
入
証
明
書
（
28
年
１
月
～
28
年
12
月
分
）

⑰
技
術
職
員
名
簿
（
町
内
事
業
者
の
み
）
※
注　

最
新
の
も
の

⑱
特
例
浄
化
槽
工
事
業
者
届
出
書
写
し
（
該
当
事
業
者
）

⑲
年
間
委
任
状
（
該
当
事
業
者
）

⑳
個
人
住
民
税
に
係
る
特
別
徴
収
実
施
確
認
・
開
始
誓
約
書
（
町

内
事
業
者
の
み
）

⑵
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
地
質
調
査
等
に
つ
い
て
は
、

上
記
⑴
の
該
当
書
類
及
び
国
土
交
通
省
様
式
に
準
じ
ま
す
。

３
．
そ
の
他

⑴
瀬
戸
内
町
に
本
社
又
は
営
業
所
を
置
く
事
業
者
の
方
は
、
平
成

29
年
度
分
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
町
外
事
業
者
の
方
は
、
平
成
29
・
30
年
度
の
２
箇
年
分

の
受
付
と
な
り
ま
す
。

⑵
各
種
証
明
書
等
に
つ
い
て
は
、
提
出
日
３
ヶ
月
以
内
に
発
行
さ

れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

⑶
提
出
後
、
提
出
書
類
の
内
容
に
変
更
・
更
新
が
生
じ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
変
更
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑷
受
領
書
、
受
付
書
等
が
必
要
な
場
合
は
提
出
書
類
に
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。（
様
式
自
由
）

⑸
①
、
⑪
、
⑰
、
⑳
の
様
式
は
、
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（「
産
業
・
仕
事
」
内
の
「
建
設
・
建
築
」
項
目
に
あ
り
ま
す
。）　　
　
　

募集種目 応募資格 受付期間 その他

陸上自衛隊

高等工科学校生徒

一般
男子で中学卒業者（見込みを含む）

15 歳以上 17 歳未満の者

平成 28 年 11 月１日

～平成 29 年１月６日

■身分
特別職国家公務員 ( 生徒 )　

（自衛官ではありません）

■手当
生徒手当

月額　96,000 円

期末手当

年 2 回　（6 月・12 月）

推薦

男子で中学校卒業者（見込みを含む）

15 歳以上 17 歳未満の、成績優秀

かつ生徒会活動等に顕著な実績を納

め、学校長が推薦できる者

平成 28 年 11 月１日

～平成 28 年 12 月２日

その他の詳細事項は、上記事務所までお気軽にご連絡ください。
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■お問い合わせ　放送大学鹿児島学習センター　☎０９９ ‐ ２３９ ‐ ３８１１

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が

平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で
、

第
２
回
が

平
成
29
年
３
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児

島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

 

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　
　
　
　

募
集
の
お
知
ら
せ

入学募集

「
第
68
回
人
権
週
間
」
の
お
知
ら
せ

■お問い合わせ　町民生活課　☎０９９７－７２－１０６０ 人権週間

　

12
月
４
日(

日)

か
ら
10
日(

土)

ま
で
は「
人

権
週
間
」
で
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
の
身
近
な
こ
と

か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
一
人
一
人
が
、
人

権
意
識
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

瀬
戸
内
町
で
は
、
左
記
の
日
程
で
人
権
相
談

を
行
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
悩
み
や
困
り
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
人
権
週
間
以
外
も
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

（
☎
０
９
９
７
‐
５
２
‐
０
３
７
６
）
や
最
寄

り
の
人
権
擁
護
委
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

い
。

■
日
時　

平
成
28
年
12
月
６
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時 

～ 

午
後
３
時

■
場
所　
　

瀬
戸
内
町
役
場
３
階
会
議
室

■
瀬
戸
内
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

嘉
原　

篤
己

　

元
井　

直
志

　

高
野　

洋
志

　

山
倉　

馨 

■お問い合わせ　奄美大島年金事務所　☎０９９７－５２－４３４１ 　
　

年
金
コ
ー
ナ
ー

税金控除
　　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や

厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お

子
様
等
）の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
、
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成
28
年
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険

料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
の
控
除
対
象
で
す

年金キャラクター

「もくもく」
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平
成
29
年
度　

保
育
所
入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

■
各
対
象
保
育
所
の
募
集
人
員
と
年
齢

基
準
日　

平
成
29
年
４
月
１
日　

高
丘
保
育
所
（
１
２
０
名
、
満
１
歳
児
～
満
５
歳
児
ま
で
）

か
な
保
育
園
（
19
名
、
０
歳
児
～
満
２
歳
児
ま
で
）

潤
生
会
保
育
園
（
19
名
、０
歳
児
３
か
月
～
満
２
歳
児
ま
で
）

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
入
所
選
考
基
準
に
よ
り
調
整
を

行
う
た
め
、
入
所
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
入
所
基
準
（
原
則
と
し
て
本
町
に
居
住
す
る
者
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
）

①
児
童
の
親
が
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

②
児
童
の
親
が
家
庭
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の

仕
事
を
し
て
い
る
。

③
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の
理
由
に
よ
り
親
が
い
な

い
家
庭
。

④
親
が
出
産
の
前
（
８
週
）、
出
産
後
（
８
週
）、
病
気
、
負

傷
、
心
身
障
害
の
状
態
に
あ
る
。

⑤
親
が
家
庭
内
の
病
人
や
心
身
障
害
を
有
す
る
人
の
看
護
に

あ
た
る
。

⑥
家
庭
に
自
然
災
害
な
ど
の
不
幸
が
あ
り
、
そ
の
復
旧
に
あ

た
る
間
。

⑦
町
長
が
認
め
る
前
号
に
類
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
。（
学

校
へ
の
通
学
、
職
業
訓
練
、
仕
事
を
探
す
た
め
常
に
外
に
出

か
け
て
る
等
）

※
求
職
中
で
入
所
す
る
場
合
、
保
育
期
間
は
２
か
月
と
な
り

ま
す
。

■お問い合わせ　町民生活課　児童母子係　☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １０６０ 保育申込

クラス（実施年齢） 生年月日
0 歳児 平成 28 年（2016 年）4 月 2 日～平成 29 年（2017 年）4 月 1 日

0 歳児 3 か月 平成 28 年（2016 年）4 月 2 日～平成 29 年（2017 年）1 月 1 日

1 歳児 平成 27 年（2015 年）4 月 2 日～平成 28 年（2016 年）4 月 1 日

2 歳児 平成 26 年（2014 年）4 月 2 日～平成 27 年（2015 年）4 月 1 日

3 歳児 平成 25 年（2013 年）4 月 2 日～平成 26 年（2014 年）4 月 1 日

4 歳児 平成 24 年（2012 年）4 月 2 日～平成 25 年（2013 年）4 月 1 日

5 歳児 平成 23 年（2011 年）4 月 2 日～平成 24 年（2012 年）4 月 1 日

■
提
出
書
類

①	

保
育
所
入
所
申
込
書

②	

世
帯
の
成
人
全
員
の
就
労
証
明
書

③	

入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
健
康
診
断
書
（
新
規
入
所
の
み
）

④	

そ
の
他
の
証
明
書
等
（
疾
病
、
病
人
看
護
、
出
産
「
母
子
手
帳
の
写
し
」）

■
申
込
期
間

　
平
成
29
年
１
月
５
日
（
木
）
～
２
月
６
日
（
月
）

■
保
育
利
用
料

　

保
育
利
用
料
は
、世
帯
に
か
か
る
町
民
税
額
、お
子
さ
ん
の
支
給
認
定
区
分
、き
ょ

う
だ
い
の
状
況
等
か
ら
、瀬
戸
内
町
が
設
定
し
た
負
担
区
分
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
月
の
途
中
で
利
用
開
始
又
は
利
用
を
止
め
た
場
合
は
、
保
育
利
用
料
は
日

割
り
と
な
り
ま
す
。
負
担
区
分
は
、
町
民
税
額
を
基
に
瀬
戸
内
町
が
設
定
し
た
保
育

利
用
料
の
区
分
で
す
。

　

町
民
税
が
未
申
告
の
方
は
、保
育
利
用
料
が
最
高
階
層
（
最
高
額
）
と
な
り
ま
す
。

収
入
が
な
い
方
で
あ
っ
て
も
、
原
則
町
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

保
育
利
用
料
は
、そ
の
年
度
の
町
民
税
を
基
に
毎
年
９
月
に
見
直
さ
れ
ま
す
。（
４

月
～
８
月
分
は
前
年
度
の
町
民
税
額
、
９
月
～
翌
３
月
分
は
当
年
度
の
町
民
税
額
）

　

負
担
区
分
は
、「
支
給
認
定
決
定
通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

保
育
利
用
料
は
、「
保
育
利
用
料
通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
３
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
３
号
認
定
か
ら
２
号
認
定
に
切
り
替
わ
っ

て
も
、
そ
の
年
度
末
ま
で
は
３
号
認
定
の
保
育
利
用
料
に
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他
【
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類
】

　

次
の
１
、２
に
該
当
す
る
方
は
、
必
要
書
類
の
い
ず
れ
か
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
書
類
も
、
所
得
額
・
控
除
額
・
課
税
額
が
記
載
さ
れ
た
も
の
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
↖

■年齢表

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
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■お問い合わせ・申込先　建設課住宅係　☎０９９７－７２－１１９７

■お問い合わせ　教育委員会　学校教育係　☎０９９７－７２－０１１３

　
　

町
営
住
宅
随
時
入
居
者
募
集

　
　

 

古
仁
屋
小
学
校
附
属
幼
稚
園
児

　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
の
お
知
ら
せ

入居募集

園児募集

町
営
住
宅
の
随
時
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
既
存
町
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち

■
家
賃　

世
帯
所
得
額
に
よ
る　

■
募
集
期
間

　

平
成
28
年
12
月
１
日
（
木
）
～
次
回
募
集
ま
で

※
た
だ
し
入
居
順
位
は
、
現
待
機
者
の
最
後
尾
と
な

り
ま
す
。

■
申
込
資
格

①
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

②
そ
の
者
と
同
居
す
る
者
は
親
族
（
婚
姻
の
届
け
出

を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
に
あ
る

者
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）
に
限
る
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事
が
明
ら
か
な
者

④
入
居
申
込
者
の
所
得
が
収
入
基
準
額
以
下

⑤
各
種
町
税
及
び
使
用
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
。

⑥
そ
の
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年

法
律
77
号
）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と
。

⑦
そ
の
他
、
公
営
住
宅
入
居
基
準
に
該
当
す
る
者
。

※
添
付
書
類　
　

住
宅
用
所
得
額
証
明
書
・
住
民
票
謄
本
・
納
税
納
付

証
明
書
（
住
宅
用
）

　

世
帯
全
員
の
健
康
保
険
証
の
写
し
（
生
活
保
護
受

給
の
場
合
は
、
受
給
証
明
書
）

■
募
集
期
間

平
成
28
年
12
月
１
日
（
木
）
か
ら

平
成
28
年
12
月
28
日
（
水
）
ま
で

■
募
集
園
児

５
歳
児
（
平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

４
歳
児
（
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
25
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

■
保
育
内
容

　

遊
び
の
中
か
ら
人
間
と
し
て
豊
か
な
感
性
、
思

い
や
り
の
あ
る
心
、
生
き
る
力
を
育
む
。

■ 

費
用

・
保
育
料
１
ヵ
月　
　

２
千
円

・
入
園
料
初
回
の
み　

７
０
０
円

■
給
食
（
給
食
費
）
と
弁
当　
　
　
　
　

・
給
食　

毎
週
月
・
火
・
金
１
日
平
均
３
０
０
円

・
弁
当　

毎
週
木

■
保
育
時
間

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
８
時
15
分
～
午
後
２
時

水
…
午
前
８
時
15
分
～
午
前
11
時
45
分

■ 

預
か
り
保
育

幼
稚
園
の
教
育
時
間
終
了
後
、
家
庭
の
事
情
に
よ

り
在
園
児
を
午
後
６
時
ま
で
預
か
る
。

■
利
用
料
金

１
回
…
５
０
０
円　
　
　
　
　

終
日
預
か
り
（
夏
休
み
・
春
休
み
・
冬
休
み
）

…
９
０
０
円

■お問い合わせ　町民生活課　児童母子係　☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １０６０

１
．
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
瀬
戸
内
町
に
転
入
さ
れ

た
方
で
、
利
用
開
始
希
望
月
が
平
成
29
年
４
月
～
８
月

①
平
成
28
年
度
住
民
税
（
非
）
課
税
証
明
書
（
平
成
28
年

１
月
１
日
現
在
の
居
住
地
市
区
町
村
が
発
行
す
る
も
の
）

②
平
成
28
年
度
町
民
税
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
の

写
し
（
給
与
所
得
者
の
み
）

③
平
成
28
年
度
町
民
税
県
民
税
納
税
通
知
書
の
写
し

（
自
営
業
者
の
み
）

２
．
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
瀬
戸
内
町
に
転
入
さ
れ

た
方
で
、
利
用
開
始
希
望
月
が
平
成
29
年
９
月
～
平
成
30

年
３
月

①
平
成
29
年
度
住
民
税
（
非
）
課
税
証
明
書
（
平
成
29
年

１
月
１
日
現
在
の
居
住
地
市
区
町
村
が
発
行
す
る
も
の
）

②
平
成
29
年
度
町
民
税
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
の

写
し
（
給
与
所
得
者
の
み
）

③
平
成
29
年
度
町
民
税
県
民
税
納
税
通
知
書
の
写
し　

（
自
営
業
者
の
み
）

３
．
右
記
１
、２
に
該
当
す
る
方
で
海
外
か
ら
転
入
の
方

①
海
外
在
住
中
の
所
得
額
・
控
除
額
等
が
わ
か
る
書
類

（
会
社
か
ら
の
給
与
支
払
証
明
証
等
）

※
申
請
締
切
日
ま
で
に
住
民
税
（
非
）
課
税
証
明
書
等
の

提
出
が
な
い
場
合
は
、
利
用
調
整
で
順
番
が
後
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
保
育
料
軽
減
に
必
要
な
資
料
（
生
活
保
護
・
障
害
）

①
生
活
保
護
受
給
中
の
場
合

生
活
保
護
受
給
証
明
書

　
　
　
　
　
（
大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
福
祉
課
で
発
行
）

②
世
帯
に
障
害
者
（
児
）
が
い
る
場
合

「
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障
害
年
金
受
給
者
証
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
の
写
し
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　二学期のがんばり　皆さんに拍手　　瀬戸内町教育委員会　教育長　上田 敏也

二学期も残りわずか。運動会・体育大会や学習発表会、各地域の行事等、行事の多い長い二学期でしたが、充実していた分

あっという間に過ぎていったように思います。二学期もあとわずかですが、大きなけがや交通事故等もなく、町内の子供た

ち全員が元気に二学期を過ごすことができそうです。

学習に運動、行事にと精一杯がんばってくれた子供たちはもちろん、時には厳しく、時には

優しく子供たちの背中を押してくださった保護者の皆様、また、子供たちに温かく声をかけ励

ましてくださった地域の皆様に心から感謝いたします。子供たち、そして子供たちのために力

を貸してくださったすべての皆さんに大きな拍手を送りたいと思います。本当にありがとうご

ざいました。来年も今年同様、子供たちのために保護者や地域の方々のご協力をお願いします。

これからの未来を生きていく子供たちにとって「キャリア教育」の重要性が叫ばれています。今、学校でも様々な機会を捉え、

キャリア教育に積極的に取り組んでいるところです。

キャリア教育とは、「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア

発達を促す教育」と言われています。そして、「人間関係形成・社会形成能力」、「自己理解・自己管理能力」、「課題対応能力」、

「キャリアプランニング能力」を育成し、社会的・職業的に自立するために備えていこうとするものです。

少々難しいようですが、小中学校では次のようなことが大切になってきます。

　■小学校…夢や希望をもち、目標に向けて努力する態度を育成する。

　■中学校…様々な職業があることを理解させ、自らの適性について考えさせる。

夢や希望はもっているが、努力しないのでは近づける訳がありません。また、様々な職業や進路について正しく理解し、自分

自身の適性や力などを冷静に見る力も大切になってくるということです。

甑島では「島立ち」した卒業生に、「島を離れて生活する上でどんなことが大切だと思うか」につい

てアンケートを実施しています。

「島立ちして大切だなと感じていることは？」
　第１位　あいさつ

　第２位　自分のことは自分ですること

　第３位　メディアとの上手な付き合い方

当たり前と言えば当たり前のことが上位に並んでいます。第１位の「あいさつ」。やはり人間関係づ

くりの第一歩であり、あいさつができなくては人間関係がうまくいかないことを身をもって実感した

結果ではないでしょうか。

　第２位の「自分のことは自分ですること」も、親元を離れて生活して

いる実体験から結果に表れているのではないでしょうか。

　第３位の「メディアとの上手な付き合い方」。テレビ、ゲーム、スマホ

等、親元を離れて自由な中で、ややもするとしたい時に好きなだけするこ

とができます。しかし、それではすべきことができなかったり、学業に影

響が出たりと、メディアと上手に付き合わないといけないことを身をもって実感した結果ではないで

しょうか。自分で自分を律することの難しさと大切さについて心から感じたのではないかと思います。

　このアンケート結果から、瀬戸内町の小中学生に今のうちからしっかりと身に付けておきたいこと

が自ずと見えてくるのではないでしょうか。

　「あいさつ」…やっぱり基本中の基本！人間関係づくりの第一歩！
　「自分のことは自分でする」…朝、自分で起きることからです！学校の準備や机の
　整理等、普段の生活で練習できそうなことばかり！
　「メディアとの上手な付き合い方」…最終的には「自分で自分を律する力」を！
どれも当たり前のことかもしれません。しかし本当にしっかり身に付いているかと問われると…。学

校、家庭、地域が協力し合いながら子供たちにこんな力を付けてあげたいものです。これも生きる力

を支える「真の学力」の重要な一つかもしれません。

「キャリア教育」って何？

甑島での事例から見えるもの

次回は「体力と生きる力！」です。やはり気力や「体力」も重要です！

「結い」 の教育
瀬戸内町教育委員会だより 12月

面白そう！行く～！

マグロって養殖で

きるんだ～！

ぼくも将来のた

めに色々調べて

みよう～！

「さりげなく将来

を考えさせる大作

戦」大成功！

今 度「 瀬 戸 内 町 の
名人さがし」に行っ
てみない？

「大島つむぎ」
って手作りか～！
すごいな…

瀬戸内町にもいろん
な名人がいるね…ぼ
く も 将 来， 何 を し よ
うかな…？

島内に高校がなく、中学卒業後は「島立ち」をしなければならない甑島での事例から、大切なものが
見えてきます。
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まちの出来事

　

加
計
呂
麻
島
実
久
集
落
に
て
敬
老

会
と
豊
年
祭
を
兼
ね
た
、
実
久
三
次

郎
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
５
年
に
花
天
集
落
か
ら
、
指

導
員
を
招
い
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る

実
久
の
棒
踊
り
は
、
今
年
１
０
０
年

の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

関
西
や
関
東
、
県
本
土
か
ら
も
実

久
出
身
者
が
駆
け
つ
け
、
多
数
の
来

場
者
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
披
露
さ
れ
た
棒
踊
り
で

は
、
紙
吹
雪
の
中
、
棒
を
巧
み
に
操

り
な
が
ら
踊
る
姿
に
来
場
者
か
ら
歓

声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

古
仁
屋
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

が
、
10
月
６
日
に
行
わ
れ
た
第
31
回

大
島
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅

伝
競
技
に
て
、
初
優
勝
を
果
た
し
、

県
大
会
へ
初
出
場
し
ま
す
。

　

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
所
属
す
る
部
活
と
掛
け
持
ち
し
な

が
ら
練
習
。
監
督
の
山
尾
次
郎
さ
ん

は
、「
生
徒
の
努
力
と
保
護
者
の
理

解
、
協
力
が
あ
っ
て
結
果
に
結
び
つ

い
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

代
表
の
渡
百も
も

花か

さ
ん
は
、「
練
習

が
結
果
に
結
び
つ
い
て
う
れ
し
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

等
を
行
っ
て
い
る
小
野
寺
哲
郎
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
古
仁
屋
高
校
生
の

希
望
者
10
名
を
対
象
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
内
12
月
24
日
ま
で
行
わ
れ
、
ア

プ
リ
等
の
開
発
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
初
回
は
、
ゲ
ー
ム
形
式
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

　

教
室
に
参
加
し
た
２
年
生
の
山
畑

海か
い

勝し
ょ
うさ
ん
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

基
礎
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
学
べ
て
、
分

か
り
や
す
か
っ
た
し
、楽
し
か
っ
た
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
の
活
性
化
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
５
２
８
（
こ
に
や
）
会
が
開
催

し
て
い
る
、
古
仁
屋
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

を
子
ど
も
た
ち
に
書
い
て
も
ら
お
う

と
い
う
企
画
、「
第
３
回
ゆ
る
～
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
勝
手
に
総
選
挙
」
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
64
点
の
応
募

の
中
か
ら
見
事
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝

い
た
の
は
、
古
仁
屋
高
校
３
年
生
の

積
ゆ
め
か
さ
ん
が
描
い
た
、「
ア
カ

ミ
ン
と
ル
リ
ハ
チ
」。
朝
の
登
校
中

に
聞
こ
え
る
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
や

ル
リ
カ
ケ
ス
の
声
を
ヒ
ン
ト
に
作
成

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

加計 呂 麻 島 実 久 集 落 の 実 久 三
次 郎 祭 り が 行 わ れ ま し た。古仁屋中学校女子駅伝チームが大島

地区大会の報告に来てくれました

古仁 屋 高 校 生 を 対 象 に し た プ
ロ グ ラ ミ ン グ 教 室 が 開 講 子ど も 達 が 描 い た 古 仁 屋 の ゆ

る き ゃ ら グ ラ ン プ リ が 決 定

10月9日（日）100年の歴史、今も10月11日（ 火）初優勝おめでとう！

10月1日（ 土）プ ロ グ ラ ム を 学 ぶ ！ 10月1日（土）様々なアイディアがあふれる♪
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まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112Events of the town

　

古
仁
屋
青
年
団
（
25
歳
世
代
）
の

猿
田
彦
役
を
先
頭
に
御
輿
が
続
き
、

途
中
で
烏
帽
子
や
狩
衣
を
着
た
稚
児

が
列
に
加
わ
り
な
が
ら
、
大
湊
緑
地

公
園
を
目
指
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
町

内
を
巡
り
ま
し
た
。

　

道
路
沿
い
か
ら
は
声
援
や
拍
手
が

送
ら
れ
、
公
園
で
は
奉
納
相
撲
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

20
代
の
５
年
間
、
浜
下
り
に
参
加

し
て
い
た
と
い
う
大
城
重し
げ

蔵ぞ
う

（78）
さ
ん

は
、「
洋
服
な
ど
が
き
れ
い
で
、
に

ぎ
や
か
で
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

久
慈
白
糖
工
場
跡
の
発
掘
調
査
説

明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
糖
工
場
は
幕
末
、
高
価
な
白
糖

の
生
産
を
目
的
に
薩
摩
藩
が
建
設
し

ま
し
た
。工
場
に
は
ト
タ
ン
や
煉
瓦
、

蒸
気
機
関
な
ど
最
先
端
の
技
術
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
直
径
約

1.5
ｍ
の
円
形
の
施
設
と
内
側
を
漆
喰

で
塗
り
固
め
た
方
形
の
施
設
が
見
つ

か
り
、
白
糖
工
場
跡
の
姿
が
一
部
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
量

の
赤
煉
瓦
と
輸
入
煉
瓦
も
見
つ
か
り

ま
し
た
。

神事 古 仁 屋 高 千 穂 神 社 古 仁 屋
浜 下 り が 開 催 さ れ ま し た久慈 集 落 に お い て、 久 慈 白 糖 工 場

跡 発 掘 説 明 会 が 行 わ れ ま し た

10月29日（ 土）おめでとう！

10月23日（日）紡ぐ物語10月4日（火）～ 10月27日（木）　歴史探究

　

新
十
両
に
昇
進
し
た
、
阿
室
釜
集

落
出
身
の
明
生
関

（21）
を
祝
っ
た
パ

レ
ー
ド
で
は
、
オ
ー
プ
ン
車
に
乗
り

込
ん
だ
明
生
関
と
立
浪
親
方
に
声
援

や
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

清
水
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
た
激

励
会
で
は
、
役
場
職
員
の
藤
井
幸
之

助
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
化
粧
回
し
や
化

粧
回
し
等
を
入
れ
る
明あ
け

荷に

が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
生
関
は
「
応
援
し
て
く
れ
て
感

謝
。番
付
を
あ
げ
て
恩
返
し
し
た
い
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
全
力
で
挑
み
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

祝明 生 関 祝 賀 パ レ ー ド 及 び
激 励 会 が 開 催 さ れ ま し た

10月26日（ 水）いざという時のために

　

災
害
時
に
瀬
戸
内
警
察
署
が
被
災

し
、
警
察
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
っ

た
こ
と
を
想
定
し
、
清
水
総
合
体
育

館
へ
機
能
を
移
転
す
る
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

奄
美
大
島
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
8.2
、
震
度
６
弱
の
地
震

に
伴
い
、
50
分
後
に
6.4
ｍ
の
津
波
が

押
し
寄
せ
る
と
い
う
想
定
で
訓
練
は

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
岡
署
長
は
、「
訓
練
を
通
じ
て
、

人
命
救
助
を
優
先
し
な
が
ら
、
機
能

移
転
も
迅
速
に
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

瀬戸 内 警 察 署 の 災 害 時 機 能
移 転 訓 練 が 行 わ れ ま し た
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鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1 
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 http://koniya.edu.pref.kagoshima.jp/  自主自立  敬愛和協  明朗端正  勤勉誠実 

 

 

  

 

２年２組 スーパーマリオ ３年手話選択者 手話コーラス 

２年１組 島カフェ 吹奏楽部 書道部 

３年２組 アナと雪の女王 

３年１組  

桃太郎の真実 

１年２組 バルーンランド １年１組 Island Party PTA食物バザー 

左：正門横文化祭パネル 

書道部と美術同好会による

初コラボレーション 

吹奏楽部スペシャルゲスト 

新極真会 空手 

Ke Aloha Amami 

10月29日（土）本校体育館をメイン会場とし，第62回文化祭が行われました。舞台・展示・販売の３部門に分かれ，各学

級，各部活動等が発表しました。文化祭まで生徒は互いに意見を出し合いながら協力して作品を作り上げていました。天候に

も恵まれ，多数の保護者や地域の方々に御来場いただき，活気あふれる文化祭となりました。また，ＰＴＡ文化部の方を中心

に，ＰＴＡ食物バザーを実施していただきました。御来場くださった皆様，誠にありがとうございました。 

文化祭終了後，生徒に感想を聞くと，「最初はクラスのまとまりが無く大変だったが，最後はみんなで協力し合い一つにま

とまり良い作品ができた。」（３年女子），「去年よりハイレベルで楽しかった。」（２年女子）などと言っていました。 
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戸
籍
の
窓

　
　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
保
護
者
】　
【
住
所
】

　
西
田　
　

茉ま

白し
ろ　

　

大
五
郎　

古
仁
屋

　

鎌
田　
　

力り
き

人と　
　

大
樹　
　

古
仁
屋

　

玉
越　
　

小こ

波は

音ね　

龍　
　
　

古
仁
屋

　
　

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
本
籍
】

　

加
藤　

和
浩　
　
　

薩
川

　

牧
岡　

絵
利
子　
　

奄
美
市

広
報
紙
郵
送
料

【
名
前
】　　
　
　
　
　
　
　
【
住
所
】

　

加
藤　

実
俊　
　

五
千
円　

兵
庫
県

　

山
元　

弘
次　
　

一
万
円　

兵
庫
県

　
　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
【
名
前
】　　
　
　
【
年
齢
】　　
【
本
籍
】

　

弓
削　

タ
カ
子　
　

89　
　
　

久
慈　

　

山
田　

忠
男　
　
　

75　
　
　

諸
鈍

　

福
田　

義
澄　
　
　

86　
　
　

武
名

　

茂
村　

眞
男　
　
　

89　
　
　

西
阿
室

　

石
原　

と
み
子　
　

94　
　
　

宇
検
村　

　

與　

清
志　
　
　
　

87　
　
　

勝
能

　

溜　

俊
三　
　
　
　

76　
　
　

古
仁
屋

　

祝　

ミ
フ
エ　
　
　

90　
　
　

節
子

　

泉　

多
津
子　
　
　

81　
　
　

古
仁
屋

　

伊
島　

和
歌
子　
　

94　
　
　

池
地

　

与
島　

ナ
チ
エ　
　

85　
　
　

諸
鈍

　

榮　

勝
義　
　
　
　

88　
　
　

西
阿
室

　
【
遺
族
】　　
　
　
【
故
人
】　　
【
住
所
】　　
　
　

　

清　
　

節
江　
　

水
勝　
　
　
　

清
水

　

金
城　

盛
英　
　

政
恵　
　
　
　

船
津

　

福
田　

タ
エ
子　

義
澄　
　
　
　

瀬
久
井

　

里　
　

ま
ゆ
み　

石
原
と
み
こ　

船
津　
　
　

　

榮　
　

郁
子　
　

祝
ミ
フ
エ　
　

節
子　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

総
合
計
金
７
万
５
千
円
也

急な用事の時、子どもの預け先に困ったことはありませんか！？

「ママ・サポ・スマイル」
海の駅2階にて６ヵ月～６才までのお子様をお預かりしています。

■営業日：月・火・水・木・金（水曜日は事前予約制）

■営業時間：平日10時～ 15時（予約次第で9時からオープン）

■定休日：土・日・祝日

■料金１時間500円（初回のみ、保険代含む1,500円が別途必要）

瀬戸内町子ども一時預かり推進協議会 TEL：080-8582-5578

広告

「
お
誕
生
」、「
ご
結
婚
」、「
お
く
や
み
」
は
10
月
に
届
け
ら
れ
た

分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

平
成
28
年
10
月
分

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ

水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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画
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児
島

県
大

島
郡

瀬
戸

内
町

古
仁

屋
船
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番
地
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w
w

.tow
n.setouchi.lg.jp

瀬
戸

内
町

特
産

品
販

売
組
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「

ゆ
り

ど
ろ

」　
http://w

w
w

.yuridoro.com
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町制施行60周年記念　第11回子ども島口・伝統芸能大会が開催されました｜受け継がれる物語

10 月 29 日土曜日、古仁屋小学校体育館で 13 の子ども会（113 名）による子ども島口・伝統芸能大会が
開催され、５年ぶりにすべての子ども会が出演することができました。この大会は、各集落に伝わる島口
や伝統芸能を次世代に引き継いでいくために 10 年前の平成 18 年から始まりました。
会場では、児童・生徒の一生懸命に演じる姿に来場者から多くの拍手が送られていました。

古仁屋小子ども会（島唄）

俵中学校（三味線演奏）

伊子茂子ども会（島口劇）

篠川子ども会（島唄・三味線）
嘉鉄子ども会（島唄）

諸鈍子ども会（島口劇）

秋徳子ども会（八月踊り） 西阿室子ども会（立神太鼓）

与路小中子ども会（島口）

油井小中学校子ども会（豊年踊り）
薩川小子ども会（薩川太鼓）

古仁屋中子ども会（島唄）
阿木名小子ども会（棒踊り）


